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す
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意
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仁

98



羽
田
空
港
新
飛
行
ル
ー
ト
案
の
変
更
に
関
す
る
質
問
主
意
書

羽
田
空
港
の
国
際
化
は
海
外
と
の
間
の
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
流
れ
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
る
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
、
国
際
社

会
も
こ
れ
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
政
府
は
羽
田
空
港
へ
の
飛
行
経
路
の
変
更
計
画
を
策
定
し

て
い
る
。
こ
の
計
画
は
、
具
体
的
に
は
、
国
際
線
の
需
要
が
集
中
す
る
午
後
三
時
か
ら
午
後
七
時
の
間
で
、
国
際
便
の
離
着
陸

を
新
た
に
三
十
便
程
度
増
加
す
る
こ
と
が
技
術
的
に
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
試
算
の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
従
来
の
飛
行
経
路
を
大
き
く
変
更
し
、
例
え
ば
、
渋
谷
上
空
を
高
度
約
六
百
五
十
メ
ー
ト
ル
、
品
川
上
空
を
高

度
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
、
大
井
町
の
上
空
を
高
度
三
百
メ
ー
ト
ル
で
着
陸
体
制
を
取
り
つ
つ
下
降
す
る
経
路
（
以
降
、
「
新
飛

行
ル
ー
ト
」
と
呼
ぶ
）
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
街
が
日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
口
密
集
地
域
で
あ
る
東
京
二
十

三
区
の
主
要
な
市
街
地
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
上
空
を
航
空
機
が
低
空
飛
行
す
る
た
め
に
起
こ

る
落
下
物
や
騒
音
に
よ
る
住
民
の
被
る
生
活
リ
ス
ク
、
企
業
や
個
人
の
所
有
す
る
不
動
産
価
値
の
下
落
な
ど
を
含
む
資
産
リ
ス

ク
は
、
他
の
地
域
に
お
け
る
市
街
地
上
空
を
飛
行
す
る
場
合
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
実

際
、
新
飛
行
ル
ー
ト
下
に
暮
ら
す
多
く
の
住
民
か
ら
、
強
い
懸
念
と
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
発
展
は
、
当
然

国
民
の
利
益
の
側
に
立
っ
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
新
飛
行
ル
ー
ト
の
実
施
に
よ
っ
て
関
係
住
民

一



や
生
活
者
が
抱
え
る
不
利
益
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
た
め
、
私
は
こ
の
計
画
の
抜
本
的
見
直
し
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

そ
こ
で
代
替
案
と
し
て
、
羽
田
空
港
と
隣
接
し
、
実
質
的
に
東
京
の
空
港
と
し
て
機
能
し
て
い
る
成
田
空
港
と
連
携
す
る
こ

と
で
こ
の
問
題
を
解
消
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
成
田
と
羽
田
の
立
地
を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｊ
Ｒ
山
手
線
駅
へ
の

ア
ク
セ
ス
で
は
、
成
田
空
港
か
ら
日
暮
里
駅
ま
で
の
電
車
に
よ
る
移
動
に
所
要
す
る
時
間
は
約
三
十
六
分
、
羽
田
空
港
か
ら
品

川
駅
ま
で
は
約
十
六
分
で
あ
る
。
電
車
等
に
比
べ
天
候
等
に
よ
る
遅
延
や
欠
航
が
発
生
し
や
す
く
、
厳
格
な
搭
乗
手
続
き
を
強

い
ら
れ
る
飛
行
機
利
用
旅
客
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
約
二
十
分
の
差
は
十
分
に
許
容
で
き
る
範
囲
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
両
空
港
の
発
着
枠
の
現
状
を
鑑
み
た
い
。
羽
田
空
港
の
離
発
着
枠
は
既
に
飽
和
点
に
近
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
そ
の
多
く
は
国
際
便
で
は
な
く
国
内
便
で
あ
る
。
ま
た
国
際
便
は
日
本
と
諸
外
国
の
時
差
や
飛
行
時
間
等
の
関
係
か

ら
、
午
後
三
時
か
ら
午
後
七
時
の
間
に
集
中
し
て
い
る
。
一
方
、
成
田
空
港
は
、
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
の
間
な
ど
、
朝

夕
の
ピ
ー
ク
時
間
以
外
の
時
間
帯
の
離
発
着
に
つ
い
て
は
ゆ
と
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
物
理
的
に
は
、
羽
田
空
港
へ
の
飛
行
経
路
を
現
状
の
ま
ま
に
し
て
、
次
の
よ
う
な
運
用
の
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
る
。

①
羽
田
空
港
に
行
き
来
す
る
国
内
便
を
、
午
後
三
時
か
ら
午
後
七
時
の
間
に
つ
い
て
、
一
時
間
に
つ
い
て
十
便
ほ
ど
、
合
計

二



三
十
便
ほ
ど
を
国
際
便
に
振
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
便
を
合
計
三
十
便
程
度
増
便
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

②
現
在
羽
田
に
離
発
着
し
て
い
る
国
内
便
の
う
ち
、
三
十
便
を
超
え
る
相
当
数
の
航
空
機
を
成
田
空
港
発
着
便
に
変
更
す

る
。
特
に
、
現
在
成
田
空
港
に
余
裕
が
あ
る
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
の
発
着
枠
の
活
用
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
案
の
実
施
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
た
い
。
ま
ず
、
羽
田
へ
の
飛
行
経
路
に
つ
い
て
東
京
二
十
三
区
上
空
で
の
新
飛
行

ル
ー
ト
を
使
わ
ず
、
現
行
ル
ー
ト
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
新
飛
行
ル
ー
ト
下
の
膨
大
な
市
民
の
生
活
や
財
産
権
へ

の
強
烈
な
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る
。
ま
た
羽
田
空
港
へ
の
国
際
便
の
三
十
便
増
便
を
達
成
で
き
る
。
加
え
て
現
在
は
、
羽
田
空

港
に
離
発
着
す
る
航
空
機
が
千
葉
市
上
空
を
旋
回
す
る
た
め
、
千
葉
市
民
の
方
々
か
ら
騒
音
に
つ
い
て
の
強
い
批
判
が
あ
る

が
、
成
田
空
港
発
着
に
変
更
す
る
国
内
線
を
増
や
す
こ
と
で
、
千
葉
市
上
空
の
航
空
機
を
減
ら
し
、
千
葉
市
民
の
騒
音
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
成
田
空
港
に
と
っ
て
は
、
ゆ
と
り
の
あ
る
時
間
に
離
発
着
を
増
や
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
次
の
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

一

現
在
政
府
が
進
め
て
い
る
羽
田
空
港
へ
の
東
京
都
二
十
三
区
上
空
を
通
る
新
飛
行
ル
ー
ト
計
画
に
つ
い
て
。

�

こ
の
新
飛
行
ル
ー
ト
の
実
施
は
既
に
決
定
事
項
か
。

�

新
飛
行
ル
ー
ト
案
と
同
様
に
航
空
便
需
要
の
増
加
に
対
応
し
、
住
民
の
負
担
も
よ
り
少
な
い
別
の
案
が
あ
れ
ば
、
計
画

三



を
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
か
。

�

新
飛
行
ル
ー
ト
計
画
に
対
し
て
、
ル
ー
ト
下
の
住
民
や
団
体
か
ら
落
下
物
や
騒
音
、
資
産
価
値
の
減
少
な
ど
へ
の
懸
念

か
ら
強
い
反
対
の
声
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
を
認
識
し
て
い
る
か
。

�

こ
れ
ま
で
政
府
が
行
っ
て
き
た
新
飛
行
ル
ー
ト
計
画
に
関
す
る
説
明
会
や
意
見
募
集
に
寄
せ
ら
れ
た
、
賛
成
意
見
、
反

対
意
見
、
賛
否
は
定
か
で
は
な
い
が
危
険
や
負
担
へ
の
懸
念
や
心
配
を
含
む
意
見
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
を
具
体
的
に
示
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
政
府
は
、
新
飛
行
ル
ー
ト
周
辺
下
の
住
民
に
お
け
る
計
画
に
対
す
る
賛
否
の
割
合
は
ど
の
程
度
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
か
。

二

高
ま
る
首
都
圏
で
の
航
空
便
需
要
に
対
応
す
る
羽
田
空
港
と
成
田
空
港
の
一
体
的
な
運
用
に
つ
い
て
。

�

羽
田
空
港
へ
の
新
飛
行
ル
ー
ト
の
作
成
に
あ
た
り
、
首
都
圏
で
の
航
空
便
の
需
要
を
羽
田
空
港
と
成
田
空
港
で
一
体
的

に
満
た
す
運
用
を
検
討
し
た
経
緯
は
あ
る
か
。

�

現
在
の
成
田
空
港
で
、
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
七
時
の
間
に
、
新
た
に
飛
行
機
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
発
着
枠

の
余
裕
は
残
っ
て
い
る
の
か
。
余
裕
が
あ
る
場
合
、
こ
の
時
間
帯
の
中
で
、
一
時
間
ご
と
に
何
便
の
飛
行
機
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
可
能
か
（
午
前
十
一
時
台
、
十
二
時
台
、
午
後
一
時
台
、
と
い
っ
た
よ
う
に
一
時
間
ご
と
に
示
さ
れ
た

四



い
。
）
。

�

現
在
羽
田
空
港
に
発
着
し
て
い
る
国
内
便
を
成
田
空
港
発
着
に
変
更
す
る
場
合
、
そ
の
弊
害
と
な
る
事
柄
や
、
懸
念
さ

れ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

右
質
問
す
る
。

五


